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事業活動に伴う温室効果ガスの排出抑制等及び日常生活における温室効果ガスの排出抑制への寄与に係る事業者が講ずべき措置に関して、その

適切かつ有効な実施を図るために必要な指針

内 閣 府、総 務 省、法 務 省、
外 務 省、財 務 省、文部科学省、

（平成二十年 告示第三号）変更案 新旧対照表（別表部分）
厚生労働省、農林水産省、経済産業省、
国土交通省、環 境 省、防 衛 省

改 正 案 現 行

別表第一(一般廃棄物焼却施設における一般廃棄物処理量当たりの二

酸化炭素排出量の算出方法)

一 一般廃棄物焼却施設における一般廃棄物処理量当たりの二酸化

炭素排出量の算出は、次の式によるものとする。

Ｉ＝（Ａ＋Ｂ－Ｃ）／Ｄ

この式において、Ｉ、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤは、それぞれ次の値を

表すものとする。

Ｉ：一般廃棄物焼却施設における一般廃棄物処理量当たりの二酸

化炭素排出量（単位 一般廃棄物処理量１トン当たりのキロ

グラムで表した二酸化炭素の量）

Ａ：当該施設において１年間に使用された電気及び化石燃料等の

エネルギーの使用に伴って排出された二酸化炭素排出量（単

位 キログラムで表した二酸化炭素の量）

Ｂ：当該施設において１年間に廃プラスチック類等（合成繊維等

を含む。以下同じ。）の焼却に伴って排出された二酸化炭素

排出量（単位 キログラムで表した二酸化炭素の量）

Ｃ：当該施設において１年間に当該施設の外部へ供給した電気若
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しくは熱又は当該施設を設置している廃棄物処理事業者等が

再生したバイオ燃料（一般廃棄物を原材料として製造された

ものに限る。以下同じ。）による二酸化炭素削減効果（バイ

オ燃料による二酸化炭素削減効果は、当該市町村内の一般廃

棄物処理施設における一般廃棄物処理量に応じて按分した値

）（単位 キログラムで表した二酸化炭素の量）

Ｄ：当該施設における１年間の一般廃棄物処理量（単位 トン）

二 廃棄物処理事業者等において一のＢの値が把握できない場合に

おいては、Ｂの値に代わって次の式により算出したＢ’値を用い

るものとする。

Ｂ’＝Ｅ－Ｆ

Ｅ＝Ｄ×370

Ｆ＝Ｇ×0.8×2730

この式において、Ｂ’、Ｅ、Ｆ及びGは、それぞれ次の値を表す

ものとする。

Ｂ’：当該施設において１年間に廃プラスチック類等の焼却に

伴って排出された二酸化炭素排出量の推計値（単位 キログ

ラムで表した二酸化炭素の量）

Ｅ：当該施設を設置している市町村の域内において１年間に排

出された廃プラスチック類等が全量焼却された場合の二酸化

炭素排出量の推計値（当該市町村内の一般廃棄物焼却施設に

おける一般廃棄物処理量に応じて按分した値）（単位 キロ

グラムで表した二酸化炭素の量）

Ｆ：当該施設を設置している市町村において再生利用を目的と

して１年間に分別収集された廃プラスチック類等全量が焼却

された場合の二酸化炭素排出量の推計値（当該施設を設置し
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ている市町村において再生利用を目的として１年間に分別収

集された廃プラスチック類等の量を当該施設における一般廃

棄物処理量に応じて按分した値）（単位 キログラムで表し

た二酸化炭素の量）

Ｇ：当該施設を設置している市町村において再生利用を目的と

して１年間に分別収集された廃プラスチック類等の量（単位

トン）

別表第二(一般廃棄物焼却施設における一般廃棄物処理量当たりの二

酸化炭素排出量の目安)

一 廃棄物処理事業者等が設置する一般廃棄物焼却施設における一

般廃棄物処理量当たりの二酸化炭素排出量の目安は、次表第一欄

に掲げる施設の種類ごとに同表の第二欄に掲げる値とする。

二 廃棄物処理事業者等が既に設置している一般廃棄物焼却施設に

おける一般廃棄物処理量当たりの二酸化炭素排出量について、同

表第二欄に掲げる値を目安として措置を講ずることが直ちには困

難である場合は、同表第一欄に掲げる施設の種類ごとに同表第三

欄に掲げる値を目安とする。

施設の種類 一 に規定する値 二 に規定する値

溶融処理を行う一般廃 ｙ＝－240log(ｘ)＋9 ｙ＝－240log(ｘ)＋

棄物焼却施設（溶融熱 20以下 1020以下

源として、主として燃

料を用いた溶融処理を

行う処理方式のものに

限る。）
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溶融処理を行う一般廃 ｙ＝－240log(ｘ)＋8 ｙ＝－240log(ｘ)＋

棄物焼却施設（上記以 80以下 920以下

外のもの）

溶融処理を行わない一 ｙ＝－240log(ｘ)＋8 ｙ＝－240log(ｘ)＋

般廃棄物焼却施設 20以下 920以下

備考

１ この表の第二欄及び第三欄において、ｘ及びｙはそれぞれ次の

値を表すものとする。

ｘ 一般廃棄物焼却施設の１日当たりの処理能力（単位 トン）

ｙ 一般廃棄物焼却施設における一般廃棄物処理量当たりの二酸

化炭素排出量の目安（単位 一般廃棄物処理量１トン当たりの

キログラムで表した二酸化炭素の量）

２ この表の第二欄及び第三欄の算定において、一般廃棄物処理量

当たりの発熱量は１キログラム当たり7500キロジュールを、灰分

は10パーセントを、エネルギーの使用に伴う二酸化炭素排出量は

、電力量については１キロワット時当たり0.555キログラムを、重

油については１リットル当たり2.71キログラムを、灯油について

は１リットル当たり2.49キログラムを、コークスについては１キ

ログラム当たり3.24キログラムを、ＬＰＧについては、１キログ

ラム当たり3.00キログラム等の係数を用いた。


